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■ 要  旨 ■

港湾構造物などコンクリート構造物の水中部におけるひび割れや角欠けなどの損傷が発生した箇所への簡易な

水中補修方法の適用性を検討するために水中部にコンクリート試験体を設置して、ひび割れと角欠けへグラウトの

充填試験を行った。 

 水中部のひび割れ補修は、ゴムシートの設置と可塑性グラウトの注入による簡易的な施工方法を採用し、コア採

取により注入状況を評価した。角欠け部の補修は、高流動水中不分離性グラウトを損傷部に流し入れることで充填

されていることを目視確認した。本稿は実物大の試験体と実際の海洋条件による試験により、コンクリート構造物に

対する水中部での亀裂の補修への適用や角欠け補修などに使用可能であることを報告する。 

表-5 ひび割れ深さ 50mm への注入結果 

写真-3 シリコーンゴム（t=2mm）と注入孔 写真-5 京浜港ドック施工状
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